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第一部　労働者状態

IV　合理化の現状と労働災害・職業病

３　労働災害・職業病

2　職業病

　業務上疾病にかんする労働省統計は、八〇年までしか発表されていないが、そのかぎりで、若干

の特徴をみておこう。

業務上疾病発生状況の年次別推移

　まず業務上疾病の発生状況を年次別に通観してみよう(第44表)。六六年以降、目立って増加して

いた疾病件数（休業一日以上）は、七九年、八〇年と大幅に減少した。なお疾病率も七九年と八〇

年はかなり減少した。

産業別種類別発生状況

　つぎに、八〇年の産業別、疾病の種類別発生状況をみてみよう（第45表）。産業別では、製造業が

七〇二○件と全体の三八％を占めている。ついで建設業三九六五件（二一％）、運輸・交通業二五

一八件（一四％）となっている。

　疾病の種類別では、負傷に起因する疾病一万三六三〇件、全体の七三％と断然多く、ついでじん

肺症関係二三六五件が目立つ。負傷によらない業務上の腰痛は産業をとわず、広範に発生してい

る。
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